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2022-23 年度国際ロー タ リー テー マ  

「 イ マ ジ ン  ロー タ リ ー 」  

2 022-23 年度 ク ラブ テー マ  

「 ロ ー タ リ ー を 学 び 、 語 り 、  

奉仕 を 実践 し て い こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”」  

 

週  報  第２６６６回  

２０２２年８月２６日  

              八千代ロータリークラブ  CLUB NO.15070 

今 回 例 会 行 事        テーマ：ガバナー公式訪問  

              担  当：会長・幹事  

次 回 例 会 ９月２日 テーマ：今年度の会員増強活動について  

担  当：クラブ奉仕委員会   卓話者：市原  正男会員  
♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ６ ５例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

司会  中島貞好  
 

「 我 らの生業 」  「 四つのテ ス ト 」  
 

お 客 様  
松本陽子様  

 

会 長 挨 拶    会 長  杉  晟  
 

皆さん 、 こんにちは 。  

俳句 「八月は  六日九日  十五日 」 の 15 日

は終戦 の日 で し た 。 皆 さ ん も そ れ ぞれ の 場

所で 、 戦争の犠牲者を悼んで 、 黙祷 を捧げ

た と 思 い ま す 。 一 方 、 終 戦 の日 の国民の平

和 へ の 願 い と 比 し て 小 さ い 話 に な り ま す が 、

前回お話し し た よ う に 日本の Ｒ Ｃ も戦争に よ

り 脱 会 、 復 帰 と 先 達 た ち の苦労 は大 変 で し

た 。  

さ て 、 今 日 も 引 き 続 き ﾛｰ ﾀ ﾘ ｰの 話 を し ま

す 。 ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞに ついてです 。  

 

・ 先ずは 、 ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞの 起源  について  

日本 の Ｒ Ｃ は 、 例 会 で ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞを 合 唱 し

ま す 。 こ の 習 慣 は 、 ﾛ ｰ ﾀ ﾘ ｰ の 創 立 当 初

（ 1905  年 ） か ら で は な い か と 思 わ れ て い ま

す 。 ｼｶｺ ﾞｸﾗﾌ ﾞの  60  年の歩みを 、小説風に

書 き 綴 っ た 「 The  Go lden  S t r and 」 （ Oren  

Arno ld  著  1966  年 ） に よ れ ば 、 「 ﾛｰﾀ ﾘｰの

創 立 後 ま も な く （ 1905  年 の 秋 頃 か ら ） 、 例

会の晩餐会の席上 、話題が途切れた時 、談

話 が 長 時 間 に 及 ん で 疲 れ 気 味 の 時 な ど 、

Harry  Rugg le s  の “さ あ 、 皆 で 歌 お う ”の 音

頭 で 、 毎 回 の よ う に 歌 っ た の で あ る 」 と い う

記 載 が あ り ま す 。 「 Sm i l e s 」 と か 「 My Hero 」

な ど の 、 大 衆 的 な 歌 が好 ん で 歌 わ れ た そ う

です 。 Har ry  Rugg l e s  は歌好きであった こ と 、

ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞは 場 の雰囲気を和 ま し 、 一体感

を 築 こ う と い う 狙 い か ら 、 始 ま っ た こ と は 確

か な よ う で す 。 日 本 の場合は 、 今 も 多 く の ｸ

ﾗﾌ ﾞで 、 例 会 の最初に ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞが 歌 わ れ

てい る と 思い ます 。 いずれに し て も 、 ﾛｰﾀﾘｰ

ｿﾝｸ ﾞの 合 唱は例会場 を な ご ませ る だ けで な

く 、 ﾛｰﾀ ﾘ ｰの 心 が 、 入 っ て い る の で 私 は 大

好きです 。   

 

・ 日本の ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞ  について  

ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞは 、 現在世界で 140 曲以上ある

そ う です 。日本の RC は第二次世界大戦前

の日中戦争か ら影響 を受 け て い た 。 何か の

秘密結社 と 思 わ れ 、 例 会 、 ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞな ど

英 語 だ っ た た め 、 政 府 の 監 視 に さ ら さ れ 、

例 会 に は特高 （ 特 別高等警察 ） が き て 監視

さ れ て い た 。 会 員 た ち は政府の火 の粉 を な

ん と か振 り 払お う と 、 そ れ ま で英語で歌っ て

いた ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞを 、 日本語で歌お う と い う こ

と に な り 、 広 く 日 本 中 か ら 募 集 し 、 1935 年

（昭和 10） の京都地区大会で 、そ の入選作

四 編 が 発 表 さ れ ま し た 。 そ の な か の 『 奉 仕

の理想 』 や 『 我等の生業 』 はい まで も歌いつ

づけ られ てい ます 。 「 奉仕の理想 」 は 、 作詞

は前田和一郎 （ 京 都 Ｒ Ｃ 会員 、 都 製薬所社

長 ） で 、 作曲は荻原英一 （東京 Ｒ Ｃ 会員 、東

京音楽大学教授 ） で す 。 実 は 、 前田 が書い

た元々の歌詞は “世界に捧げん我 ら の生業
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”だ っ た そ う で す 。 し か し 、 時 の ｶﾞﾊ ﾞﾅｰ村 田

省 蔵 （ 大 阪 Ｒ Ｃ 会 員 、 大 阪 商 船 社 長 、 後 の

近衛内閣で通信兼鉄道大臣 ） か ら 、 時勢に

鑑 み て “御 国 に 捧 げ ん 我 ら の 生 業 ”に 変 更

す る よ う に と 要請 さ れ 、 変更 を余儀 な く さ れ

た そ う で す 。 「 奉 仕 の 理 想 」 は 自 己 の 職 業

奉仕を通じて世のため 、人のためにな る よ う

に 最 終 的 に は ﾛｰﾀ ﾘ ｰ綱 領 に あ る 世 界 平 和

が 永 遠 に 続 く こ と を 願 望 し て い る 歌 詞 で あ

る 。 「 我 等 の生業 」 は 、 作 詞が高野辰之 （ 東

京 音楽大学教授 ） 、 作 曲 が岡野貞一 （ 東 京

音楽大学元教授 ） です 。 一業種一人の ﾛｰﾀ

ﾘｱﾝが ｸﾗﾌ ﾞを 結 成 し 、 平 和親睦の目的に向

かって 、 ｸﾗﾌ ﾞ奉 仕 ・ 職業奉仕 ・ 社会奉仕 ・国

際 奉仕 の四大部門 を 通 じ て努 力す る と い う

内容であ る 。特に歌詞には職業奉仕の重要

性が強 く歌われてい る 。 実は 、 二人 と も ﾛｰﾀ

ﾘｱﾝで は あ り ま せ ん 。 そ れ ばか り か 、 こ の 二

人は唱歌 「 ふ る さ と 」 を は じめ 、 「 春 の小川 」 、

「 春 が 来 た 」 、 「 お ぼ ろ 月 夜 」 、 「 紅 葉 （ も み

じ ） 」 な ど の 歌 で 、 作詞 ・ 作 曲 の名 ｺﾝﾋ ﾞで し

た 。 「 ふ る さ と 」 は 、 曲調 （ 旋律 ） は賛美歌で

す が 、 歌 詞 は 和 歌 を 基 調 と し た も の で 、 深

い 趣 が あ る 日 本独自 の唱歌 と し て 知 ら れ て

い ま す 。 そ れ だ け に 、 「 我 ら の 生 業 」 に 同 じ

よ う な趣を感じ る人 も少な く ないでし ょ う 。  

第 ２ 次 大戦後 に作 ら れ た ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞで は 、

1952  年 （昭和 27 年 ） に大阪の地区大会で

発 表 さ れ た 「 手 に 手 つ な い で 」 が 有 名 で す 。

こ れ は 、 東 京 Ｒ Ｃ 会 員 の 矢 野 一 郎 に よ る も

の です 。 さ ら に 、 彼は翌  1953  年 （ 昭和 28  

年 ） に 「 そ れ で こ そ ﾛｰﾀ ﾘｰ 」 も 発 表 し て い ま

す 。 ど ち ら の 曲 も 、 彼 の 作 詞 ・ 作 曲 で す 。

「 手 に 手 つ な い で 」 は 、 ｸﾗﾌ ﾞや 地 区 で 行 わ

れ る 懇 親 会 の 最 後 に 、 参 加 者 全 員 が 手 を

つ な ぎ 、 大 き な 輪 を 作 っ て 大合唱す る 際 の

歌です 。入会後 しば ら く の 間は 、 恐 ら く 誰 も

が気恥ずかし く感 じ た と思い ますが 、す ぐに

楽 しい と 実感で き る よ う に な っ たのではない

で し ょ う か 。 そ う な れ ば 、 も う 立 派 な （ ？ ） の

仲 間 入 り で し ょ う 。 も う 一 つ 、 忘 れ て は な ら

ない ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞが 「 四 つの ﾃｽﾄ」 で す 。 ご 存

知のよ う に 「 四つの ﾃｽﾄ」 は 、 1932 年に ｼｶｺ ﾞ

ｸﾗﾌ ﾞ会 員の Herbe r t  J ohn  Ta y lo r  が会社再

建 の 経 営 管 理 指 針 と し て 考 案 し た も の で 、

これに よ り会社は見事 、再建 されたそ うです 。

そ こで 、 1954 年 （昭和 29 年 ） 、 日本の ﾛｰﾀﾘ

ｰ創立 50 周年記念事業の一環 と して 、 「 四

つ の ﾃｽ ﾄ 」 の 邦 訳 が 公 募 さ れ 、 当 選 し た の

が 本 田 親 男 （ 東 京 Ｒ Ｃ 会 員 、 毎 日 新 聞 社

長 ） の作品だっ たのです 。以来 、 ﾛｰﾀﾘｱﾝな

ら 誰 も が 暗 唱 で き る 名 文 と し て 引 き 継 が れ

て き ま し た 。 1973 年 （昭和 48 年 ） 、 これに歌

を つ け た の が水谷暢宏 （ 相 模 原南 Ｒ Ｃ 会 員 、

作曲家 ） で す 。 彼は真面目な性格で敬虔な

ｸﾘｽﾁｬﾝ、 「 四 つ の ﾃｽﾄ」 を 暗 唱 で き る よ う に

（ と 附曲 ） し たそ う です 。 その後 、同年 11 月

に甲府市で開催された第 359 地区 （現 2620

地 区 ） の 地 区 大 会 で 発 表 さ れ 、 「 ﾛｰ ﾀ ﾘｰの

友 」 誌に も楽譜付きで掲載 され ま し た 。以後 、

全 国に広が っ て い き ま し た 。  興味深い こ と

に 、 「 四 つ の ﾃｽﾄ 」 の 作 曲 版 に は 、 歌 手 と し

て も 有名 な藤山一郎 （ 東 京西 Ｒ Ｃ ） の 「 四つ

の ﾃ ｽ ﾄの 歌 」 も あ り ま す 。 こ れ は 、 1988 年

（昭和 63 年 ） ６ 月号の 「 ﾛｰﾀﾘｰの友 」 誌に も

掲載 され ま し た 。 し か し 、 今 も 全国的に歌わ

れ てい るのは 、 前述の水谷暢宏が作曲 し た

「 四つの ﾃｽﾄ」 で す 。 現在 、 「 ﾛｰﾀﾘｰの 友 」 事

務所か ら販売れ てい る ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞ集 に し て

も 、 掲 載 さ れ て い る の は 水 谷 暢 宏 の 「 四 つ

の ﾃｽﾄ」 で す 。 そ れ以外に も 有名 な ﾛｰﾀﾘｰｿ

ﾝｸ ﾞと し て 、 1973 年 （昭和 48 年 ） の 「 日 も風

も星 も 」 が あ り ま す 。 こ の歌は作詞が楠本憲

吉 （東京世田谷 Ｒ Ｃ会員 、俳人 ） 、 作曲が古

関 裕 而 （ 東 京 世 田 谷 Ｒ Ｃ 会 員 、 作 曲 家 ） に

よ る も のです 。二人 と も有名人ですが 、特に

古 関 裕 而 は 「 長 崎 の 鐘 」 、 「 君 の 名 は 」 、

「 紺 碧 の 空 （ 早 稲 田大 学 応援 歌 ） 」 、 「 巨 人

軍の歌 」 、 「 栄 冠は君に輝 く 」 、 「 ｵﾘﾝﾋ ﾟ ｯｸ･ﾏ

ｰﾁ」 な ど 、 その作品は生涯で 5000 曲を超え

て い て 、 日 本 が 誇 る 国 民 的 作 曲 家 で す 。

2020 年の Ｎ Ｈ Ｋ 朝の連続 ﾄ ﾞﾗﾏ「 ｴｰﾙ」 の 主

人公 と し て も 取 り 上 げ られ てい るので 、 ご存

知の方も多いで し ょ う 。  

こ の よ う に ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ ﾞは 戦 時中及び戦後

に 作 ら れ て い ま す 。 い ず れ も 世 の た め 、 人

のため の ﾛｰﾀﾘｰの 心 が入っ た曲です 。会員

はその心を持って歌いま し ょ う 。  
 

幹 事 報 告     幹 事  中 村 賢 治  
 
【 理事会報告 】  

・ 予決算について確認し承認 とな り ま し た 。  

・ 青 少 年 交 換 学 生 一 般 募 集 ： 英 和 高 校 か ら

短期留学生の応募があ り承認 され ま した 。  

・ 遠 藤会員か ら新入会員 １名の紹介があ り ま

し たので 、取 り進めます 。  

・ 今 後 の 例 会 体 制 に つ い て は 会 員 の 皆 さ ま

の健康を一番に考え運営する事 と し ます 。  

 

【 連絡事項 】  

・ ８ /26 ｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰ公式訪問  

・ ８ /26 青少年交換留学生の佐々木彩心さん

が帰国し ます 。  

・ 地 区 大 会 の ２ 日 目 に 物 産 展 が 開 催 さ れ ま

す 。出店希望の方はお声がけ下 さい 。  
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表  彰  
 
米山功労者 ﾒｼ ﾞ ｬｰﾄ ﾞﾅｰ    上代修二会員  

 

委員会報告  
 
社会奉仕委員会  委員長  佐々木俊一  
 

社会福祉協議会振興 ｺﾞﾙﾌに ２ 組参加致し

ます 。  

 

青少年奉仕委員会  委員長  菊川秀明  
 
 次年度の青少年交換学生 と して英和高校

の １年生が候補生に決定し ま し た 。 英語が

得意で既に英検 ２級をお持ちです 。 ま た音

楽 もお好きで音楽を通 し て異文化を学びた

い との事です 。非常に前向きな生徒 さんで

すので 、今後会 と して ｻﾎﾟｰﾄす る事にな り ま

す 。 よ ろ し くお願い致し ます 。  
 
R財団委員会    副委員長  橋本幹雄  
 
ｸ ﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金奨学生の松井智世さんに

対する補助金が ８ /18に入金 され ま し たの

で 、全額ご本人宛に送金完了しま し た 。  
 

お祝い  
 

本人誕生日 ：佐久間会員 ・鈴木会員  

夫人誕生日 ：鈴木恭代様  

 

 
 

 
 
 

例 会 行 事   

雑 誌 委 員 会   委 員 長  朝 戸 健 夫   
 
 松本陽子さんは 、当 ｸﾗﾌﾞの 交換留学生 と

し て 1977 年 ３月か ら １ 年間 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ ﾞに

派遣 され ま し た 。 よ ろ し くお願い致し ます 。  
 

ﾃｰﾏ： 国 際 ロ ー タ リ ー 青 少年交換留学  

プ ロ グ ラ ム で の 経験 を 礎 に し て  

卓話者：松本  陽子様  

本 日 皆 さ ま の 前 で お 話 し さ せ て 頂 く 機 会
を頂き 、大変有難 く光栄に思ってお り ます 。  

私は 1977 年 3 月か ら 1978 年にかけ 、国際

ﾛｰﾀﾘｰ青少年交換留学生 と し て ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ ﾞ

南 島 Chr i s tchu rch で一年間を過ごし ま した 。

そ の 後 日 本 に 帰 国 し 、 高 校 、 大 学 を 卒 業 、

就職 、結婚を し て 、 2003 年に当時 ５歳 と ３ 歳

の子供たちを連れ 、家族で ﾆｭｰｼ ﾞｰﾗﾝﾄ ﾞに 移

住 し ま し た 。  

 

【 ニ ュージー ラン ドについて 】  

まず ﾆｭｰｼ ﾞｰﾗﾝﾄ ﾞに つ い て簡単にお話し さ

せて頂 き ます 。 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ ﾞは 南半球に位置

し 、面積はほぼ 、日本か ら四国を除いた大き

さ で す 。 人 口は 、 福岡県 よ り 少 し 少 な い 、 約

480 万 人 で す 。 南 島 と 北 島 の二 つ の島 か ら

成 り立ってお り 、 Chr i s tchu rch は 、北島の商

業都市 の Auck l and ,首都 で あ る Wel l i ng ton

に次 ぐ 三 番目 に大 き い 都市 で 、 南 島 では一

番大きい都市 、人口は約 40 万人ですから 、

八 千 代 市 の 約 ２ 倍 の 人 口 を 有 し て い ま す 。

面 積 で 比 較 し て み る と 、 大 体 静 岡 市 の 面 積

と 同 規 模 で 、 そ こ に 静 岡 市 の ３ /４ の 人 口 を

有 す る 、 と い う 感 じ で す 。 ま た 、 多 く の 方 々

が ﾆ ｭ ｰ ｼ ﾞ ｰ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ と い う と 、 ﾗ ｸ ﾞ ﾋ ﾞ ｰ の Al l  

B l a cks 、 試 合 が 始 ま る 前 の 戦 闘 の 踊 り

Haka、 牧場 、 羊など を思い描かれ る と思い ま

す が 、 そ の 通 り の 自 然 に 恵 ま れ た 酪 農 国 で

す 。 直 行 便 は ﾆ ｭ ｰ ｼ ﾞ ｰ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ 航 空 の み で

Auck l and まで約 10 時間の ﾌﾗｲﾄで 、 飛行機

の上空か ら は 、 緑 の 絨毯の上 に白い 点々 ＝

羊 の 風 景 が 見 ら れ ま す 。 Chr i s tchu rch は
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Garden  c i t y  と 呼ばれ 、 ｲｷﾞﾘｽ以外で最も ｲｷﾞ

ﾘ ｽら し い 街 と 称 さ れ て い ま す 。 ｲｷ ﾞ ﾘ ｽか ら の

移民者が ｲｷ ﾞ ﾘｽの 街 を模 し て作 り 、 街の中心

部には街の ｼﾝﾎ ﾞﾙで あ る Cathed ra l  Church

が 位 置 し 、 街 を 横 切 る Avon 川 と 広 大 な

Hag ley  Pa rk があ り ます 。残念なが ら 2011 年

の地震で Cathed ra l  Church は損壊し 、現在

も修復が続いてい る状態です 。  

 

【 留学生活について 】  

さ て 次 に 留 学 生 活 に つ い て お 話 し さ せ て

頂き ます 。一年間の留学期間中に ４つの ﾎｽﾄ

ﾌｧ ﾐ ﾘｰに 滞 在 し ま し た 。 素 晴 ら し い ﾎｽﾄﾌｧ ﾐ ﾘ

ｰに 恵 ま れ 、 充 実 し た 一 年間 を 過 ご す こ と が

出来 ま し た 。 ま た 、 ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰだ け で な く 、 他

の ﾛｰﾀ ﾘｱﾝも 学 校 の 休 み に 色 々 な 所 に 連 れ

て行っ て下 さ り 、 様 々な初めての経験を させ

て 頂 き ま し た 。 氷 河 散 策 や ｽｷｰ、 ﾖ ｯ ﾄに １ 週

間滞在した り 、 Ho l i d ay  House で水上 ｽｷｰを

し た り 、 と 日 本で は出来ない経験を さ せて い

ただ き ま し た 。 私が通わせて頂いた学校は 、

1889 年に創設された Chr i s tchu rch で も最 も

古 い 学 校 の 一 つ で Rang i  Ru ru  G i r l s ’  

Schoo l と い う 私 立 の 女 子 高 で し た 。 本 来 交

換留学生は公立の学校に通 う 事 が原則で し

たが 、一番目の Host  Fa the r が当時 Host 先

である Rota ry  C lub  o f  Chr i s t chu rch の会長

であ り 、 Rang i  Ru ru の理事であった為 、日本

か ら の 留 学 生 を 受 け 入 れ る 事 は 学 校 に と っ

て も 有 益 で あ る と の 判 断 で 理 事 会 の 合 意 を

得 て 、 受 け 入 れ が 決 ま っ た そ う で す 。 Rang i  

Ru ru と は 先 住民族 ﾏｵﾘの 言 葉 で 、 「 青 い 空

の下の She l t e r」 と い う 意味です 。 ﾏｵﾘの言葉

は ﾛｰﾏ字 読 み に似 て い ま す の で 、 日 本 人 に

と っ ては非常に読みやすい言語です 。 Rang i  

Ru ru は Form１ ～ 7 の ７学年 (今は Yea r７ ～ 13

と い う 呼 称 に 変 わ っ て い ま す が )、 日 本 式 で

言 う と 、 ７ 学年の中高一貫校で 、私は Form６

(日本で 言 う 高校 ２ 年 )に編入 し た形で し た 。

学 年 の違 う ｸﾗｽの 授 業 も 選 択 し て い た こ と も

あ り 、 学 年 の 違 い に 関 わ ら ず 生 徒 は み な

Fr i end l y ですれ違 う と 、 ”Hi ,  Yoko”と 気軽に

声 を か け て く れ 、 す ん な り と 学 校生活 にな じ

む こ と が出来 ま し た 。 そ の当時 まだ ﾆｭｰｼ ﾞｰﾗ

ﾝﾄ ﾞへ の直行便 も無 く 、 ﾆｭｰｼ ﾞｰﾗﾝﾄ ﾞに 関す る

情報は余 り あ り ま せんで し た 。 友人に留学の

件 を話す と 、 ﾆｭｰｷ ﾞﾆｱと 混 同 さ れ た く ら い で

し た 。当時外国 とい えば 、 ｱﾒﾘｶの ｲﾒｰｼﾞが 強

く 、 通 学 と い え ば 、 ｼ ﾞｰﾝｽ ﾞに ﾌ ﾞ ｯｸﾊ ﾞ ﾝ ﾄ ﾞの ｲﾒ

ｰｼ ﾞを 持 っ て い た ので す が 、 ｲｷ ﾞ ﾘ ｽの 伝 統 が

残 る ﾆｭｰｼ ﾞｰﾗﾝﾄ ﾞで は 、 制服に帽子をかぶっ

て の通学で し た 。 当時の制服 も 同 じ よ う な 感

じで 、実は 、今だに この ﾌﾞﾚｻ ﾞｰと 帽子は家に

あるのです 。  

【 交換留学を終えて 】  

１ 年 間 の 交 換 留 学 を 終 え 、 日 本 に 帰 国

後 、休学 し てい た高校に復学 し ま し た 。 交換

留学 を経験 し 、 私 の興味は語学や異文化に

向け られ 、広い世界を見たい とい う思いが強

く な り 、 大 学 で は ﾄ ﾞ ｲﾂ語 を 専 攻 し ま し た 。 大

学 時代 には旅行会社で ｱﾙﾊ ﾞ ｲ ﾄし 、 学 生 と し

て は 非 常 に異 例 だ と は 思 い ま す が 、 添 乗 員

と し て ﾖｰﾛ ｯﾊ ﾟに 行 か せ て 頂 く 機 会 に も 恵 ま

れ ま し た 。 Ｒ Ｃ の交換留学生 と し て 異文化の

中 、 英 語 環 境 で 生 活 し た 経 験 が あ っ た か ら

こそ この よ う な機会を頂 く こ と が出来ま した 。  

大 学 卒 業 後 に は 当時 の ｱﾒ ﾘｶの 大 手 会計 事

務所  ﾋ ﾞ ｯ ｸ ﾞ ･ｴｲﾄの 一つで あ る 会計事務所に

就職 し ま し た 。 仕事 は や り 甲斐の あ る も の で

し た が 、 広 い世界 を 見 たい と い う 思 い は く す

ぶ っ て お り 、 転 職 を し て ﾖ ｰ ﾛ ｯ ﾊ ﾟ の 航 空 会

社 、 ｽｶﾝｼ ﾞﾅﾋ ﾞ ｱ航 空 に勤務す る よ う に な り ま

し た 。 確か 1990 年頃の事だった と思います

が 、 ４ 番目の Host  Fa the r の Alan が当時仕

事で ｱｼ ﾞｱと の 間 を行 き 来 し て い ま し た 。 あ る

日彼か ら連絡があ り 、 乗 り換えで成田空港に

立 ち 寄 る が 、 時 間 制 約 が あ り 、 入 国 は 出 来

な い と の 事 で し た 。 も う 時 効 だ と 思 い ま す の

で 、 お 話 し し て し ま い ま す が 、 ま だ 若 か っ た

のですね 、私は 。 ど う し て も Host  Fa ther に

会 い た か っ た 私 は 、 そ の 日 仕 事 が 休 み だ っ

た の で す が 、 制 服 に 着 替 え 、 乗 り 継 ぎ ﾛﾋ ﾞ ｰ

で お 父 さ ん と 再 会 し ま し た 。 暫 く 話 を 弾 ま

せ 、彼の搭乗時間にな り 、 私たちは Hug を し

て 別 れ ま し た 。 制 服 を 着 た 航 空 会 社 職 員

が 、一乗客 と Hug し あ う 姿は 、 恐 ら く 周 り の

お 客 様 か ら は 奇 異 に 見 え た こ と で し ょ う 。

Alan は記憶力 が良 く 、 今 も 折 に触れ 、 そ の

話を し て笑ってい ます 。  

 

【 現在の私 】  

留学 を終 え て帰国 し た私に と っ て 、 NZ は

いつも帰 り たい第二の故郷の よ う な存在であ

り 、 その後 も機会があ る と NZ の Host  Fam i l y

を 訪 ね 交 流 は 続 い て い ま し た 。 結 婚 し 子 供

が 生 ま れ た 後 に 、 ま た ﾆ ｭ ｰ ｼ ﾞ ｰ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ を 訪 問

し 、 公 園 で 人 を 恐 れ ず に 鴨 が 水 辺 で 遊 び 、

子 供 を連れ た家族が餌 を あ げ な が ら 散歩す

る 風 景 を 見 て 、 こ の 自 然 に 囲 ま れ た 環 境 で

子 供 を 育 て た い と い う 思 い が 強 く な り 、 ﾆ ｭｰ

ｼ ﾞｰﾗﾝﾄ ﾞへ の 移住 を 決め ま し た 。 そ れ は も ち

ろ ん 、 私 の ﾎｽﾄﾌｧ ﾐ ﾘｰと の 繋 が り が 続 い て い

た か ら こ そ の 決 断 で し た 。 移 住 当 時 子 供 た

ちは ５ 歳 と ３ 歳 で 、 それ ぞれ小学校 と 幼稚園

に通い始めま し た 。 NZ は多国籍国家で移民

を 積 極 的 に 受 け 入 れ て お り 、 子 供 が 通 っ て

いた小学校では当時 36 か国の子供たちが 、

現在では 52 か国の生徒が学んでいます 。 ま
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た 同 時 に 移 民 を ｻﾎ ﾟ ｰ ﾄす る 体 制 も 手 厚 い も

のがあ り ます 。  
 

【 仕事について 】  

 現在は Chr i s tchu rch の街の中心部にある  

Ca thed r a l  Church と 同 じ宗派 ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ聖教

の 、 NZ の 先 住 民 族 ﾏｵﾘの 南 島 統 括 本 部 の

F inance  Manage r と し て会計の仕事を してお

り ます 。 ま た 、私は Ju s t i c e  o f  the  Peace  f o r  

New Zea l and 日本語に訳す と治安判事とい う

職 務 を拝命 し てお り ま す 。 略 し て JP と 呼 ば

れ 、 J apane se の JP と混同 しがちですが 、 これ

は 無 給 で 社 会 に 奉仕 す る 名 誉 職 で あ り 、 日

本人では私が二人目の JP と し て選任を受け

ま し た 。 選 任 の 条 件 と し て は 犯 罪 歴 の 有 無

な どの人物調査 、 ど の よ う な形で社会 と 関わ

って貢献をし て きたか を含めた民間か らの推

薦状が国会議員に提出 され 、 そ の国会議員

の推薦 を得 て 、 面接 、 ﾄﾚｰﾆﾝｸ ﾞや ﾃｽﾄな ど を

受 け 、 裁 判 所 で 宣 誓 の 後 に 認 定 さ れ ま す 。

13 世紀の英国に起源を持つこの職務は 、社

会 の 治 安 を 維 持 す る た め に 国 王 /女 王 か ら

行 政や司法 に関す る 権 限 と 責 務 を 与 え ら れ

て きた ものです 。  
 
JP の主な職務  

①書類に証人署名 をす る （ 原 本 照合証明す

るなど ）  

② （供述書や証言書に ） 宣誓を受け 、 その証

人 と な る  

③告発 、告訴 、召喚の発給申請の受理  

④家宅捜索令状や逮捕令状の発給  

⑤証人の召喚命令書の発給  

⑥子ど もを虐待か ら守 る保護命令を出す  
 
司法職務 と し ては  

①一定の法律違反に対する即決裁判  

②起訴され る法律違反に対する予審  

③被告人か ら出 された保釈申請の審問  

④再拘留または拘留延期の許可  

⑤軽い交通違反に対する裁判  

と い っ た も のが挙げられ ますが 、一民間人に

与え ら れ た権限 と し て は専門性が高 く 、 ま た

非 常 に 多 岐 に 渡 っ て お り 、 特 に こ の 司 法 職

務 に 関 し て は 別 途 ﾄﾚｰﾆﾝｸ ﾞが 必 要 に な っ て

き ます 。私を含め多 くの JP が別に仕事を持

っ て い ま す の で 、 主 に ① ② の 業 務 、 日 本 で

言 う と 、 司 法書士や公証人の よ う な 業務 を 、

仕 事 か ら の 帰宅後 や週末 を 利用 し て行 っ て

い ます 。  
 
【 Ro ta ry  C lub  o f  Chr i s t chu rch 】  

私 の ﾎ ｽ ﾄ ｸ ﾗ ﾌ ﾞ で あ る Rota ry  C lub  o f  

Chr i s t chu rch は 1922 年に創設され 、今年設

立 100 年を迎えた古い ｸﾗﾌﾞで す 。私が交換

留学生だった頃は 、 Chr i s tchu rch には ４～ ５

ヶ所あった Rota ry  C l ub が現在は 14～ ５ ヶ所

に増え 、 それに伴って 200 名程いた ﾒﾝﾊﾞｰも

分散 され 、現在は 60 名程だそ うです 。光栄

な こ と に 、 学 生 時代の私 を 支 え て く だ さ っ た

こ の ﾎｽﾄ ｸﾗﾌ ﾞに 、 ﾒﾝﾊ ﾞｰと し て 受 け入 れ て 頂

き ま し た 。 私は常々 、私が受け た恩恵を ど の

よ う な 形 で 世 の 中 に お 返 し す る 事 が 出 来 る

だろ う か と考え ていたので 、 Chr i s tchu rch で

も一番古 く伝統のある Rota ry  c l ub が 、元交

換留学生で あ っ た一外国人の私を受 け入れ

て く だ さ り 、 こ の よ う な 機 会 を与 え て く だ さ っ

た懐の広 さに唯々感謝するばか りです 。  

【  礎  】  

1977 年派遣の交換留学生の選考は その

前の年 1976 年に行われまし た 。当時私は 15

歳 、 中学 ３ 年生で し た 。 選 考 を 通 し 、 留 学か

ら帰 っ て き た先輩 と知 り 合い 、 色々 なお話 を

聞 く 機 会 に 恵 ま れ ま し た 。 い つ 、 ど の 時 点

で 、 ど な た が 言 わ れ た言葉 か も 、 40 数年 た

っ た今では定かではあ り ま せんが 、今 も心に

残 っ て い る 言 葉 が あ り ま す 。 そ れ は 、 「 民 間

外交官たれ 」 と い う 言葉です 。今改め て考え

て も 、 壮 大 で 重 い 意 義 を 持 っ た 言 葉 で す 。

今 日 、 私 た ち 日 本 人 が 海 外 に 出 て も 「 日 本

人 」 と い う こ と で 非 常 に好感 を 持 っ て 受 け 入

れ ら れ る の は 、 先 人 の 礼 節 を 踏 ま え た 行 い

の 恩 恵 に 拠 る も の だ と 思 い ま す 。 私 は 南 島

で は 初 め て の 日 本 か ら の 交 換 留 学 生 で あ

り 、 私 の 行 動 や 振 る 舞 い が 日 本 人 に 対 し て

の 印 象 を 変 え て し ま う 、 と い う あ る 種 の 責 任

を感じなが ら 、 こ の言葉を胸に 15 歳の私は

旅 立 ち ま し た 。  決 し て 優等 生 で あ っ た わ け

で も な く 、 普 通 の高 校生 と し て 自 由 に 楽 し く

過 ご し てい ま し たが 、 こ の言葉は常に私の中

に あ り 、 行 動 指 針 と な り ま し た 。 中 学 を 卒 業

し たばか り の私に この よ う な大 き な ﾁｬﾝｽを 与

え て く れ 、 心 配 し な が ら も 信 頼 し て 私 を 送 り

出 し て く れ た両親には 、感謝を伝え て も伝え

きれ ません 。国際 ﾛｰﾀﾘｰと い う 世界的な組織

を 通 し て の 恵 ま れ た 留 学 環 境 が 、 海 外 へ の

敷居が ま だ高 か っ た 時代に旅立 っ た私 の中
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に 、 小 さ な 種 を 蒔 い て く れ ま し た 。 そ の 種

は 、 Host  Fam i l y や支えて くだ さ っ た Rota ry  

C lub の 皆 さ ん か ら の 愛 情 を 与 え ら れ 、 育 ま

れ 、 私 の中で成長 し て い き ま し た 。 多感な あ

の時代の 、 あの経験無 く し て現在の私はあ り

ません 。 ﾛｰﾀﾘｰ青少年交換の Home  Page の

最初の ﾍﾟｰｼ ﾞに 次の よ う な記載があ り ます 。  
 

【 ロ ー タ リ ー青少年交換ででき る こ と  

青少年交換で色々な可能性が広が り ます 。  

• 自 分で考え 、率先 して行動する力を育てる  

• 外 国語や異文化を学ぶ  

• 海 外の若者 と交流し 、友だちをつ く る  

• ｸ ﾞﾛｰﾊ ﾞﾙな 市民になる  

ﾛｰﾀﾘｰ青少年交換  年次報告書  

ﾛｰﾀﾘｰ青 少年交換は 、 世界中で平和 と 社会

正義の担い手 と な る若者たちに ｲﾝｽﾋ ﾟﾚｰｼｮﾝ

を 与 え て い ま す 。 そ の 影 響 は 、 交 換 が 終 わ

っ た 後 も ず っ と 続 い て い き ま す 。 こ の ﾌ ﾟ ﾛｸ ﾞ ﾗ

ﾑを 可能 と し て い る のは 、 ﾛｰﾀﾘｰ会 員や地域

社会の人び と な ど 、何万人 も の ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに よ

る 献身 と ﾘｰﾀ ﾞｰｼｯﾌ ﾟ、 そ し て熱意です 。 ﾛｰﾀﾘ

ｰ青 少 年 交換 が い か に奉仕 と 文 化理 解 を 生

み 、 ﾛｰﾀﾘｰと の生涯 にわた るつなが り を 育ん

でい るかを最新の報告書でご覧 くだ さい 。 】  

 

私 の 経 験 は 、 正 に こ こ に 表 さ れ て お り ま

す 。 国 際 ﾛｰﾀ ﾘｰ青 少 年 交 換 ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗﾑで の 経

験 は私 に 、 恐 れ ず に ﾁｬﾚﾝｼ ﾞす る 事 、 そ し て

人 と の交流を大切にす る事を教えて く れ ま し

た 。 国際 ﾛｰﾀﾘｰと い う 世界的に権威のあ る し

っか り し た組織の後ろ盾によ り 、 素晴 ら し い ﾎ

ｽﾄﾌｧﾐﾘｰに 恵 まれ 、半世紀近 く も の間 、 お付

き 合 い を 続 け て く だ さ り 、 変 わ ら ぬ 愛情 を 持

って接 し て くだ さ ってお り 、 今 も ﾎｽﾄの方々の

前 に行 く と 、 私 は 一瞬 に し て １ ５ 歳 の 私に戻

り 、 今 も 守 ら れ て い る 気 が し ま す 。 私 が 受 け

た も の を 彼 ら にお返 し す る には 、 私 は まだ ま

だ 力 不 足 で は あ り ま す が 、 次 の 世 代 の 方 達

に少 し で も お伝 えす る こ と が出来れば 、少 し

で も ご恩返しが出来るのではないか と考えな

が ら 、 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞの 活動 を続けてい き たい と

思 っ て お り ま す 。 同 じ ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞ ﾒ ﾝﾊ ﾞ ｰと し

て 、今日の私の ﾙｰﾂ、 Home  c l ub であ る八千

代 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞの 皆 さ ま と 、 末永 くお付 き合い

を させて頂けた ら有難 く思い ます 。  

最後にな り ま し たが 、 八千代 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞと

皆 さ ま の 益 々 の ご 繁 栄 を 、 遠 く 離 れ た New 

Zea l and の空の下から祈ってお り ます 。  

本 日 は こ の よ う な 機 会 を 与 え て く だ さ い ま し

て 、心 よ りお礼を申し上げます 。  

あ り が と う ご ざい ま した 。  

 
～ニコニコ BOX～         \13 ,000-  
 
☆松本陽子様の卓話が楽しみです 。  

君塚欣哉 ・ 鈴木 ・ 風間 ・ 杉 ・ 江口  

☆ ９ /17～ 25 村上緑地公園で八千代彼岸花

祭 り を開催し ます 。是非お越し下 さい 。杉山  

☆ ８ /６ ﾕﾈｽｺ協会の ｷｯｸｵﾌｾﾚﾓﾆｰに ご参加

の小林会員 、上代会員 、江口会員 、安宅会

員あ りが と う ご ざいま し た 。    齋藤敏夫  

☆毎日暑いですが ｺﾛﾅに も罹 らず頑張って

います 。  宮野  
 
～友愛 BOX～          ￥ 50,000-  

 
☆ ６ ２ 歳 の 誕 生 日 。 ま だ ま だ 働 き 盛 り だ そ う

ですので 、頑張 り ます 。   鈴木  

☆明日で ６ ８ 歳 にな り ま す 。 健康管理に注意

し ています 。  佐久間  

☆妻に綺麗な花あ りが と う ご ざい ます 。 鈴木  

☆お盆のお花あ りが と う ご ざいます 。  

永田 ・遠藤 ・ 及川  

☆当 Ｒ Ｃ ２ 人目の交換学生 1977 .３ ～ 78 .３  

(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄ ﾞ )松本陽子 さんです 。  

よ ろ し くお願い致し ます 。   朝戸  

☆松本陽子様よ う こそ 。卓話が楽しみです 。  

君塚桂一 ・山浦 ・ 松戸 ・ 中島仁 ・ 池田 ・ 江頭

飯生 ・菊川 ・ 日下部 ・寺沢 ・ 中島貞好 ・市原  

中村 ・上代  

☆来年 ２ /16 (木 )国立能楽堂にて舞踊会を開

催 し ま す 。 私 は 融 (と お る 。 光 源 氏 の ﾓﾃ ﾞ ﾙと

な っ た 王子様 )を 謡い ま す 。 全曲見れば美 し

い日本が見えて く る 。   佐野  

☆早 く涼 し く な っ てほ しいです 。    栗原  

☆ ８ /20～ 31 ﾌﾙﾙｶﾞｰﾃ ﾞﾝ八千代の ｺﾐｭﾆﾃｨｷ ﾞ

ｬ ﾗ ﾘ ｰで 芸 文 協 企 画 部 展 が 開 催 さ れ ま す の

で是非見て下 さい 。   小村  

☆最近元気がでません 。今日は早退 。渡邉  

☆盆休も終わ り ま し たがまだ暑いです 。古川  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R.C 
火 曜 日  八 千 代 中 央 R.C 
水 曜 日  習 志 野 R.C 
水 曜 日  佐 倉 中 央 R.C 
木 曜 日  佐 倉 R.C 
木 曜 日  習 志 野 中 央 R.C 

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ 
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ      

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館        ８ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  １ ド ル ￥ １ ３ ３ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

８ /19 ５ ３  ４ ７  ３ ８  80.85 

■ ク ラ ブ 広 報 委 員 会  委 員 長 :田 村 隆 治  副 委 員 長 :久 土 地  剛  
■ 出 席 委 員 長  山 浦 恭 宏  ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 ま で に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い 。  
■ 例 会 日  金 曜 日 1 2 : 3 0～ 1 3 : 3 0 
■ 例 会 場  ﾊ ﾟｯｿ･ﾉｳﾞｨｰ ﾀ（ 八 千 代 市 緑 が 丘 1-1-1 公 園 都 市 ﾌﾟﾗｻﾞ 1F）  


